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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
と
い
う
、
私
た

ち
人
類
が
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
事
態
が
世
界
中
を
襲
い
、

人
々
の
暮
ら
し
や
企
業
活
動
な

ど
が
多
大
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
も
感
染
の
拡
大
は
収

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
一
人
一

人
の
行
動
変
容
が
求
め
ら
れ
、
産

業
の
衰
退
や
医
療
現
場
の
逼
迫

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
国
々

で
は
、
感
染
者
数
や
犠
牲
者
の

数
に
お
い
て
日
本
の
比
で
は
な

く
、
高
度
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ

れ
た
今
日
で
は
、
世
界
中
が
手

を
携
え
て
、
現
下
の
困
難
に
立

ち
向
か
う
連
帯
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会

情
勢
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
社
会

福
祉
法
人
紫
雲
会
は
、
設
立
か

ら
半
世
紀
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

先
人
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
、
地

域
の
皆
様
の
支
え
に
よ
っ
て
、

今
日
が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
紫
雲
会

は
、
一
人
一
人
が
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
期
待
に
応
え

ら
れ
る
組
織
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
文
字
通

り
福
祉
の
力
で
地
域
や
人
々
の

幸
福
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と

が
最
大
の
使
命
で
あ
り
、
社
会

全
体
が
疲
弊
し
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
の
原
点
に
立
ち
返
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
東
京
を
訪
れ
た
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
ト
ー

マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長
は
、
「
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
安
全
な
形
で
開

催
す
る
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
長
い
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
に
見

え
る
希
望
の
光
だ
。
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の

実
現
可
能
性
を
含
め
て
、
私
た

ち
人
類
に
と
っ
て
極
め
て
困
難
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
紫
雲
会
も
、
地
域
の

皆
様
と
共
に
歩
み
、
さ
さ
や
か

で
も
、
希
望
の
光
を
灯
せ
る
よ

う
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・特別養護老人ホーム 紫雲荘   1
・盲養護老人ホーム 三国寮   2
・障がい者支援施設 本城苑   3
・障害者就業・生活支援センターつばさ   4
・サポートセンター サライ   4
・グループホーム コスモス   4
・紫雲荘デイサービスセンター   5
・ホームヘルプセンター 紫雲   5
・介護保険サービスセンター 紫雲   5
・作業所 Beハウス   6
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特別養護老人ホーム 紫雲荘

のど自慢大会

赤い屋根の郷へ

みんなで協力して… クリスマスツリーの完成

施設内行事

基本理念 あなたの日々の暮らしの「安心」「安全」「元気」を感謝の心でお手伝いします

お天気が良い日には、ドライブに出かけ
ます。 “いつでも ” が難しい時ですが、少し
でも気分転換になればいいですね。

滞迫峡へ 原尻の滝へ

紫雲荘ショートステイサービス

施設内研修

ショートステイとは、短期間の施設入所により、介護・支援が受けられるサービスです。介護保険
で要支援・要介護の認定を受けている方は利用することができます。

利用中は、入浴・排泄・食事等の介護、日常生活支援やリハビリ・レクリエーションが提供されます。
遠方への用事や冠婚葬祭、介護者の休養やリフレッシュなどに、ぜひ、ご活用ください。

レクリエーション（体操や歌等）
　ご利用者様に大人気の時間です。頭と体を
使って、楽しんでいただいております。

創作活動
　季節ごとの作品を作ったり、新聞やテレビ
を見てゆっくり過ごしていただいております。

ご利用者様に楽しんでいただける
ように職員が工夫を凝らして行って
おります。

11月・12月には“のど自慢大会” が
行われ、ホールには、ご利用者様の美
声が響いていました。

新型コロナウイルスが終息した時には、ボランティアの皆様の演芸披露を楽しみにしております。

　10月13日、豊後大野市民病院の小林美枝様（感染管理認定看護師）
をお招きし、「新型コロナウイルス感染症対策」の研修を行いました。
　国内の感染状況や症状、感染対策についてご講義いただきました。
　未だ、終息の目途が立っておりませんが、これからも感染対策を
徹底して参ります。

午前

午後

お かで け

コロナ終息を願って…
ショートステイご利用者様・作
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盲養護老人ホーム 三国寮

　
十
一
月
十
二
日
、
白
山
渓
谷
に
紅
葉
狩
り
へ
出
か
け

ま
し
た
。
気
持
ち
の
良
い
秋
空
の
下
、
落
ち
葉
を
踏
み

カ
サ
カ
サ
と
い
う
音
を
楽
し
ん
だ
り
、
イ
チ
ョ
ウ
、
紅

葉
の
木
や
葉
に
触
っ
て
み
た
り
、
野
鳥
の
声
に
耳
を
傾

け
た
り
し
て
全
身
で
秋
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

周
辺
を
散
策
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
汗
を
流
す
方
も
い
ま

し
た
。
思
い
思
い
に
過
ご
し
た
後
、
お
昼
は
手
作
り
の

お
に
ぎ
り
弁
当
を
頬
張
り
、
満
足
顔
で
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　
十
一
月
十
七
日
、
文
化
祭
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

当
日
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
熱
心
に
練
習
に
励
ん
で
お
り
、
詩
吟
、

俳
句
、
カ
ラ
オ
ケ
、
唱
歌
な
ど
教
室
ご
と
に
日
頃
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
職
員
の
寸
劇
、
踊
り
、

飛
び
入
り
の
カ
ラ
オ
ケ
、
鄭
政
男
さ
ん
と
赤
嶺
多
賀
子

さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど
が
花
を
添
え
、
充

実
し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　
終
わ
っ
た
後
「
良
か
っ
た
よ
」
と
互
い
の
健
闘
を
称

え
あ
う
皆
さ
ん
の
表
情
は
、
達
成
感
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

紅
葉
ド
ラ
イ
ブ

三
国
寮
文
化
祭

　
十
月
二
十
八
日
、
恒
例
の
郷
土
料
理
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
献
立
は
団
子
汁
と
巻
き
寿
司
で
す
。
中
庭
に
直

径
七
十
セ
ン
チ
の
大
鍋
を
準
備
し
、
入
居
者
の
皆
様
が

こ
ね
た
団
子
を
職
員
と
共
に
伸
ば
し
な
が
ら
、
大
鍋
の

中
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。
個
性
的
な
形
の
団
子
も
あ
り

ま
し
た
が
味
は
全
て
一
流
で
し
た
。
巻
き
寿
司
は
女
性

入
居
者
二
名
と
職
員
が
担
当
。
ご
飯
と
具
材
の
バ
ラ
ン

ス
を
何
度
も
確
認
し
な
が
ら
丁
寧
に
巻
き
、
き
れ
い
に

完
成
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
、
そ
の
日
の

昼
食
に
頂
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
に
、

お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
料
理
作
り

羽田唱歌教室

後藤カラオケ教室 堀詩吟教室

「こうやってのばすんで」

「おいしいね」

だんごこね

巻き寿司作り

長崎の女を演奏

荒城の月を演奏

ハイ・チーズ
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障がい者支援施設　本城苑

苑
長
挨
拶

障がい者支援施設
本城苑
施設長

廣瀬 政明

　

令
和
三
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

感
染
拡
大
に
よ
り
、
ご
利
用
者
様
や
そ

の
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
外
出
や
面
会

の
制
限
等
、
特
に
在
宅
か
ら
利
用
さ
れ

る
皆
様
に
は
、
度
々
ご
利
用
を
控
え
て

頂
く
こ
と
と
な
り
、
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
致
し
ま
し
た
。
近
い
将
来
の
終
息

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
見

通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
ご
利
用
者
様
・
職
員
共
に

変
わ
り
な
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
コ
ロ
ナ
に
加
え
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
流
行
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
職
員
全
員

で
対
策
を
検
討
し
、
引
き
続
き
安
全
な

日
常
生
活
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
新
し
い
年
が

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

園　芸　班

ミニ運動会

　園芸班は、昨年はたくさんの
野菜を収穫することができまし
た。10月に苑の美化のため、パ
ンジーを植えました。

　昨年のミニ運動会は、コロナ
ウイルス感染予防のため、ご
家族を招待できませんでしたが、
水くみ競争や玉入れなど大盛況
でした。

リハビリ班

夏　祭　り

　リハビリ班は、近場の緒方原
尻の滝や大野町の道の駅へ出か
け、食事をしたり、散策をしたり、
リフレッシュをしています。

創　作　班

弁当の日

　創作班の方の壁面です。折り
紙や貼り絵を上手に使い、毎月
素晴らしい作品を多目的ホール
に飾っています。

　「弁当の日」を取り入れ、中庭で
食べたり、少しでも「非日常」を
味わえるよう工夫しています。

　待ちに待った夏祭り！
中庭にてヨーヨーすくい
等を楽しみ、職員手作り
の綿菓子も食べました。
特に焼き鳥やカレーが絶
品で、皆さん大変喜んで
いました。

3
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障
害
者
就
業・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
で
は
、専
門

の
相
談
員
が「
就
職
が
な
か
な
か
で
き
な
い
」「
採
用
さ
れ
て

も
す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
」な
ど
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方

の
た
め
、就
業
面
だ
け
で
な
く
生
活
面
か
ら
も
一
体
的
に
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
活
動
が

で
き
て
い
な
い
所
も
あ
り
ま
す
が
、感
染
予
防
の
徹
底
を
図

り
な
が
ら
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
イ
は
、市
の
委
託
相
談
支
援
事

業
所
で
す
。毎
年
、様
々
な
相
談
を
受
け
て
お
り
、年
を
追
う

ご
と
に
相
談
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
福
祉
の
動
向
と
し
て
、今
年
度
中
ま
で
の
整
備
が

急
が
れ
て
い
る
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備(

①
相
談
支

援
体
制
②
緊
急
時
の
受
け
入
れ
③
体
験
の
機
会
の
場
④
専

門
的
人
材
の
確
保・
養
成
⑤
地
域
の
体
制
づ
く
り)

で
わ
が

豊
後
大
野
市
で
は
①
と
②
を
整
備
中
で
あ
り
体
制
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備
を
中
心
に
在
宅

で
生
活
し
て
い
る
障
害
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
け
る
よ
う
行
政・
委
託
相
談
支
援
事
業
所
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
コ
ス
モ
ス
で
は
、
9
月
に
長
年
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
Ｉ
さ
ん
が
退
所
さ
れ
、
9
名
の
利
用
者
の
方
々
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
11
月
に
入
り
、
今
ま
で
本
城
苑
の

日
帰
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
た
Ｙ
さ
ん
が
入
所
す
る

こ
と
に
な
り
、
皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ほ
の
ぼ

の
お
お
の
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
、
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
、
す
べ
て
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
6
月
の
佐
伯
買
物
外
出
は
、

よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
本
城
苑
担
当
職
員
も

巡
回
訪
問
し
、
皆
さ
ん
の
苦
情
・
相
談
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
肥
地
区
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ば
さ

支
援
担
当
者

（
雇
用
安
定
等
事
業
）

（
生
活
支
援
等
事
業
）

(

障
が
い
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
事
業)

〒879-7141
豊後大野市三重町
秋葉241番地
電話：0974-22-0313
FAX：0974-22-0372

・
主
任
就
業
支
援
員　
　
　
　
　
　
一
名

・
就
業
支
援
員　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

・
生
活
支
援
員　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

・
障
が
い
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
一
名

相談内容
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
こ
と

・
医
療
・
介
護
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
の
就
学
等
に
関
す
る
こ
と

・（
一
般
）
基
本
相
談

・
計
画
相
談
（
児
・
成
）

・
地
域
移
行
・
定
着
支
援

（
令
和
２
年
度
）

〒879-7144
豊後大野市三重町本城2054番地
電話：0974-22-1041
FAX：0974-22-2377

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
イ

（
相
談
支
援
事
業
所
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
コ
ス
モ
ス

至竹田

三重町駅
至大分

至千歳

トキハ
インダストリー

藤華
リハビリ学館

三重総合高校

至内山・宮崎

至
稲積鍾乳洞

至竹田
至竹田

ゲオ

高橋青果

案 内 図案 内 図
紫雲会
本城苑サポートセンター

サライ

消
防
署

消
防
署

アステムアステム 郵便局郵便局

大分県豊後大野
総合庁舎
大分県豊後大野
総合庁舎

三重第一
小学校

三重第一
小学校

大分銀行大分銀行

ホーム
ワイド

豊後大野市役所豊後大野市役所

つばさ

BeハウスBeハウス

支援の流れ

生活支援

受
付
か
ら
の
支
援

就
労
準
備

就
労
活
動

就
職
後
の
定
着
支
援

お気軽にご相談下さい。
個人情報は厳守いたします。

11月14日に交流会
を開催しました。
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介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
、自
宅
で
適
切
に

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
、自
宅
で
適
切
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）が
心
身
の
状
況
や
生

ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）が
心
身
の
状
況
や
生

活
環
境
、本
人
・
家
族
の
希
望
等
を
お
尋
ね
し
、ケ
ア

活
環
境
、本
人
・
家
族
の
希
望
等
を
お
尋
ね
し
、ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
所
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

る
事
業
所
と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

介護保険サービスセンター紫雲介護保険サービスセンター紫雲（居宅介護支援事業所）

業
務
内
容

　
　
　
１
．介
護
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

２
．介
護
保
険
に
関
す
る
申
請
代
行
を
い
た
し

　

 

ま
す
。

３
．適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

　

 

う
に
市
町
村
、介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の

　

 

調
整
を
行
い
ま
す
。

４
．  定
期
的
に
ご
自
宅
を
訪
問
し
、ご
本
人
、ご

家
族
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

５
．必
要
時
に
介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
の
紹

　

 

介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

いつでも、お気軽にご相談下さい。
誠心誠意サポートさせて

いただきます。

　

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
ご
自
宅

　

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
ご
自
宅

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
生
活

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
生
活

の
お
手
伝
い（
自
立
支
援
）を
さ
せ
て
い

の
お
手
伝
い（
自
立
支
援
）を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
き
ま
す
。

ホームヘルプセンター紫雲ホームヘルプセンター紫雲 （訪問介護事業所）
　
食
事
・
入
浴
・
排
泄
な
ど
の
介
助
を
行
う「
身

体
介
護
」、
買
物
・
調
理
・
掃
除
な
ど
を
行
う

「
生
活
援
助
」
を
は
じ
め
、
ご
自
宅
で
の
生
活

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生
活
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

い
つ
で
も
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

感
謝
の
心

あ
な
た
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
ま
す

マ
ス
ク
着
用

手
指
の
消
毒

感
染
症
予
防
の
徹
底

紫雲荘デイサービスセンター紫雲荘デイサービスセンター
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
昼
食
・
排
泄
介
助
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
軽
体
操
・
脳
ト
レ
・
歌
・
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
・

入
浴
介
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。　 

折り紙教室ですよ～折り紙教室ですよ～

三密を避けて三密を避けて
楽しくやってまーす楽しくやってまーす

体操・リハビリで体操・リハビリで
健康を保っています♪健康を保っています♪
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会
長
よ
り
ご
挨
拶

作
業
所

作
業
所  

Ｂｅ
ハ
ウ
ス

Ｂｅ
ハ
ウ
ス

利
用
者
自
治
会

利
用
者
自
治
会

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

作
業
所
で
の
活
動
は
、
地
域
の
方
々
に
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
施
設
外
就
労
と
い
う

形
で
お
仕
事
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
企
業
と
の
協
働
や
市
か
ら
の
委

託
事
業
、
野
菜
作
り
や
栗
拾
い
、
生
姜
の

ひ
げ
と
り
、
加
工
品
作
り
な
ど
広
く
展
開

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
作
業
所
で
は
、
利
用
者
の
皆
様
、
１
人

ひ
と
り
が
毎
日
楽
し
く
、
笑
顔
で
作
業
が

行
え
る
よ
う
、
利
用
者
と
職
員
で
話
し
合

い
、
考
え
協
力
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
一
人
も
怪
我
が
な
く
仕
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

今
年
も
Ｂ
ｅ
ハ
ウ
ス
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
授
業
の
終
了
後
又
は
学
校
の
休
業
日
に

生
活
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進
、
そ
の

他
必
要
な
支
援
を
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
春
休
み
の
開
始
に
向

け
て
、
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
元
気
な
声
や
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
事
を
、
職
員
一

同
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
の
ご
希
望
や
、
ご
相
談
は
本
城
苑
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作業所Beハウス
利用者自治会

会　長

渡辺　 伸

　

令
和
２
年
外
出

行
事
は
久
住
ニ
ュ

ー
丸
福
へ
出
か
け

ま
し
た
。

　

令
和
２
年
８
月

加
工
室
を
改
築
し

10
月
よ
り
内
職
室

を
作
り
ま
し
た
。

外
　
出

内
職
室

　

大
野
町
に
て
生

姜
の
仕
事
へ
行
き

皆
さ
ん
楽
し
み
な

が
ら
ヒ
ゲ
取
り
な

ど
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
し
た
。

施
設
外
就
労

令和3年3月事業開始予定放課後等
デイサービス

相談室相談室

ぽっけ

療育ルーム

お待ち
して

います
！

　「ぽっけ」の名称は、本城苑グループ全職員で考えて決めました。
「まなび」や「あそび」のアイデアなど、たくさんの可能性が「ぽ
っけ」から生まれますように…

プレイルームプレイルーム
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法　人　研　修

　明けましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルスへの対応に明け暮れた一年であり、生命の危険はもちろん、幅広い業
界で経営危機は続いています。
　親の失業で仕送りがストップし、アルバイト先も休業になった学生の困窮を伝えるニュースに胸が
痛くなる思いでした。
　「自助」「共助」「公助」言葉で言うのは簡単ですが、本当に支援が必要な人の声が社会に届く
仕組みになっているのか。コロナウイルスによって突き付けられた私たちのもう一つの課題です。
　国内外でワクチンの開発が急がれています。科学の力に期待するところ大ですが、アフターコロ
ナのその先に、社会の絆も強くなっていてほしいものです。

編 集 後 記

事業継続基本計画（ＢＣＰ）

コロナ終息を祈って花火を打ち上げ 紫雲会総合防火避難訓練
　昨年の夏は新型コロナウイルス
の影響で、盆踊りや夕涼み会が中
止となり、利用者の皆様にとって
味気ないものとなりました。
　そこで、法人全体で協議し、利
用者の皆様に楽しんでいただき、
また、思い出に残る企画として、
花火の打ち上げを行いました。
　10 月 12 日 19 時、豊後大野市
農村環境改善センターのグラウン
ドで打ち上げが始まると、轟音と
共に打ち上げられた花火の大輪が
夜空を照らし、ご利用者、職員に
加え、近隣から見物に来た皆様も、
間近で打ち上げられる花火を息を飲んで見つめていました。
　わずかな時間ではありましたが、一日も早く平穏な日々が
戻ることを願う気持ちを、地域の皆様と共有できたようなひ
と時でした。

　毎年、消防署立会いのもと行われる「建物火災」を想定し
た避難訓練を実施しました。紫雲荘・本城苑・在宅事業所の
職員が、入居者の方々を避難誘導しました。消防署からの講
評では、このように職員数の多い日昼の火災だけでなく、夜
間の火災も想定しながら今後も訓練を続けてほしい事、スプ
リンクラーの設置があるので、職員数が少ない時は、出火場
所の利用者をはじめに出す、２階では、ベランダに利用者を
出すだけでも、早い救出に繋がる事等のアドバイスをいただ
きました。今後も訓練を重ね火災を起こさないように努めて
まいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月23日実施）

人
　昨年11月２日、年齢や障がいに関わりなく働ける社会を目指して、「豊の国雇用促進フェ
スタ」が大分市で開催されました。当日会場では、障がいを克服し、模範的な職業人として
自立している３名の方が優良勤労者として表彰され、本会所属の赤嶺成子さんがその中の一
人として、県知事賞を受賞されました。
　赤嶺さんは平成20年３月、大分県立竹田支援学校高等部を卒業と同時に入職され、ユニ
ット型特別養護老人ホーム紫雲荘でご利用者様のお世話にあたってきました。洗濯物を畳ん
だり、トイレや洗面台の掃除、それから介護職員が行うケアの補助も行っています。
　「仕事は大変な時もあるけど、周りのスタッフが優しく接してくれる。休憩時間に一緒に
お茶を飲む時が楽しい。」と笑顔がこぼれます。今回の受賞を機に、さらなる活躍を期待し
ています。

　昨年は新型コロナウイルス感染症が蔓延し、緊急事態宣言が行われ、様々な行
事やアクティビティ活動が制限されました。またご家族の皆様におかれましては
面会制限などで色々ご迷惑・ご不便をおかけしております。
　私共は、様々な情報が溢れている中で、情報だけに流されることなく、状況を
冷静に見極め検討し、瞬時に最善の方法を決断し実行していく必要があります。
　災害や感染症などの事態が発生した時、ご利用者様の安全・職員の安全を確保
しつつ、運営を切り替えながら、混乱せず業務を継続するため、紫雲会として
BCP：Business Continuity Plan（新型コロナウイルス：感染症版）を作成し、 
取り組んでいます。
　まだまだ改善すべきところが多々ありますが、話し合い・勉強会などを重ね、
より安全な施設運営を目指していきます。
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